介護職員出前講座実施要領
１　講座実施の目的
　　　本講座は、介護施設職員が中学校・高等学校で、介護の仕事の内容ややりがい等について出前講座という形で講演等を行い、受講した生徒に介護の必要性や介護職のやりがいなどを理解してもらうとともに、将来の進路選択をする際の参考としてもらうことを目的とする。
２　講演者、実施内容
（１）講演者
介護施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設）職員
（２）実施内容
学校の希望に基づき、市および介護施設で調整し、学校の了解を得て決定する。
３  講座実施の流れ
（１）年度初めに市介護保険課が各学校に調査
（調査時点での講座実施希望のあり・なし・未定などについて）
（２）希望する学校が、市介護保険課へ事前連絡の上、別紙「申込書」にて申し込み。
＊申込は原則として、講座実施の１か月前までに行う。

　（３）市介護保険課が調整し、講座を行う介護施設を決定。
　（４）介護施設は、別紙「計画書」を市介護保険課へ提出。
　　　　市介護保険課は、「計画書」の内容を確認し、介護施設と電話等で打合せ。

　　　　その後、学校へ「計画書」を提供し、講座内容について学校の了解を得る。
　　　　学校から講座内容について変更希望等があれば、介護施設と再度調整し、学校へ伝え了解を得る。
　（５）講座の配布資料は介護施設が作成する。
　（６）介護施設職員と市介護保険課職員が学校に出向き講座を実施。
　（７）市介護保険課は、介護施設へ謝礼金支払い。（振込は約２週間後）
　　　　学校は、「報告書（講座実施学校用）」を市介護保険課に提出。

４  学校、介護施設、市が行う事務
（１）学校

・会場の提供

・講座に必要な備品の貸与

・講座資料の生徒への配布


・必要に応じて実施後に作成した生徒の感想文の集約し、市に提供

・報告書（講座実施学校用）を市に提出

　（２）介護施設

・講座資料の作成

・講座に必要な機材や福祉用具の準備、搬出入

・会場設営（持込機材や福祉用具等の設営）

・講座運営
　（３）市

・学校からの申込受付後の学校、介護施設との調整

・講座の司会進行
５　介護施設が講座を実施する際の注意点等
（１）政治、宗教、営業等学校教育にそぐわない内容については、講演することはできない。
（２）学校、市の要望により、講演内容や資料を変更する場合がある。
（３）資料を活用する場合は、中学生や高校生にわかりやすいものとする。
６　その他
市は、介護の仕事について生徒に周知を図るため、パンフレットの配布を学校に依頼する。
この要領は、平成28年４月１日から施行する。
この要領は、平成30年４月１日から施行する。
この要領は、令和元年５月７日から施行する。
この要領は、令和４年４月１日から施行する。
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